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取り組みの概要

自分の命は自分で守る、知恵と技術を身につけさせ
危機を回避する力、リスクを予測する力(先を読む力)
危機に立ち向かう勇気を身につけた未来の大人を育てたい
新たなプログラムを今年度からスタート
アメリカの防火教育プログラムを導入
先進的な取り組みを開始
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なぜ、アメリカの防火教育を

プロの知識技術をわかりやすく楽しく
1980年代から全米で
遊びを取り入れ
消防士が身近な存在

現実的、合理的な教育
火遊びを前提に教育
怖いことも隠さず、対処法を教育
幼児から火の科学を教育(燃焼の三要素)

燃えるもの

空 気ライター3

防火教育(文化)の違い

日本では、親が、先生が、役所が、こどもを守る
• 「ハンカチで口を覆って、先生のいうことを聞いて」
• 「火遊びをしてはいけません」
• なぜいけないのか、どうなるのか、怖いものとは

ということを教えていない
アメリカでは、こどもが自分で考え、自身の力でサバイバ

ルできるように教育する(自助が強く求められる国)
• 様々なツールを使いこどもにわかりやすく、楽しく学ぶ
• 危機回避を動作(動き)で学ぶ 4
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こども防火教育プログラムとは？(別添１参照)

アメリカの代表的な４つのプログラムのうち２つ取入
① ストップ・ドロップ＆ロール(着衣着火対処法)

② グレート・エスケープ(火災からの大脱出)
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幼児防火教育(その１)

ストップ!

ドロップ!
ロール!

ピーピー
火事です
火事です

煙の下を
通って!

ストップ・ドロップ＆ロール グレート・エスケープ
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幼児防火教育(その２)

「今日、習ったことをお家のひとに教えてください。」
こどもたちが主役となり、住宅用火災警報器が設置され

ているか、着衣着火対処法を知っているか
こどもから家庭へ、そして地域へ普及をねらう

動画
(５分)
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少年防火教育(その１)

だから、低い姿勢で早く逃げる!

高温層

消防署員の実火災体験型訓練

80㎝

空気層

400℃

100℃

50℃
以下

実際の火災

床 8
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少年防火教育(その２)

避難階段で
逃げられない

場合は

ドアの向こうに
火がきていないか
手の甲で 熱チェック

低い姿勢で
早く逃げる
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少年防火教育(その３)

体験型の消防署見学
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幼児教育アイテム １セット 約8,000円 ＋住宅用火災警報器 約3,000円
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小学生以上の教材
DVD15分(別添２参照)
価格66,000円 (税込72,600円)
学校価格33,000円 (税込36,300円)

価格550円 (税込)
テキスト

副読本
価格680円 (税別)

価格520円 (税別) 価格800円 (税別)

燃えるって
どういう
こと？ 空気って

なに？
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準備期間２年(R3、R4)
講師(別添３参照)による署員、女性団員の基礎研修
職員の意識改革(旧態依然から脱却、新しい価値観の付加)

制度設計と指導要領の研究(文化の違い、日本式に変換)

令和５年度 幼稚園、保育園に出前指導を開始
署員、団員のスキルアップ研修(実技研修) 約130名
関係職員対象の講演会 約80名参加

(園⾧会、校⾧会で案内又市外の関係職員に案内)

取り組みの経過
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令和５年度 実技研修 約130名 ウッドワンさくらぴあ大ホール

消防署員
女性団員

こどもに
なりきって
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令和５年度 講演会 約80名 ウッドワンさくらぴあ大ホール

職員対象(県、市、保育園、幼稚園、学校、防災、市外からも)
指導員役
こども役
になって
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令和５年度の取組件数 (こどもたちと、どれくらい関わったのか)
令和５年４月～12月末

備 考延人数
合計

回数
合計

高校生中学生小学生幼稚園・保育園
種 別

延人数回数延人数回数延人数回数延人数回数

※各園に出前、主に
年⾧を対象に実施
※小学生の受入れ限界の
検証、廿日市地域の子供
会対象に実施

96429000054291027こども防火教育
プログラム1

※各園に出前4,90747000035944,54843消防車両の見学2

※各園学校に出前7,567521,35141,110456644,54040避難訓練3

※社会見学など1,010220021781142277消防署の見学4

※キャリア・スタート
・ウィーク204002040000職場体験5

※宮島防火パレード191000000191その他6

14,4871551,35141,13291,7602410,244118全体 延べ 合計
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課 題(こども防火教育プログラムの指導について)

幼稚園・保育園は、出前指導が可能(プッシュ型)
小学校以上はマンパワー不足で出前指導が困難 (プル型)

できるだけ多くのこどもたちに伝えたい!

今後の協議・検討事項
学校の授業に導入できないか
• DVDの視聴、テキスト等を活用した防火教育
• 教員による実技指導(教員対象の研修は可能)17

最後に…

日本の少子化や先の見えない世界情勢から猶予がない!
機会損失を考え、迅速性が必要!
自分の命は自分で守る、知恵と技術を身につけさせ
危機を回避する力、リスクを予測する力(先を読む力)
危機に立ち向かう勇気を身につけた未来の大人を育てたい!

以上で報告を終わります。ありがとうございました。
ご理解とご助言をよろしくお願いします。
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